
日本ラトビア音楽協会の第1回理

事会及び総会が2005年（平成17年）

2月5日（土）に東京・霞ヶ関三井クラ

ブで開かれ、総会には会員など60余

名が出席、協会の発足を祝い合い、

今後の発展と実りある事業展開への

期待を高めた。

総会後の懇親パーティでは会員が

次々に登壇して期待・夢や決意を語

り、プロアーティストたちがピアノ

や歌を演奏して会場を沸かせた。

《第1回理事会》

総会に先立って初の理事会が開か

れ、熊谷直博会長以下13名の理事が

出席して総会に提出する議案を審議

した。

理事会は加藤晴生専務理事が進行

し、冒頭、熊谷会長が「この会を楽

しみにしていました。理事の皆さん

にはご苦労様です。現在ラトビアも

EUのメンバーになって、どんどん

変わってきています。日本とのつな

がりもますます緊密になると思われ

ます。この会をどう運営していくの

か、皆様方の積極的なご意見とご協

力を頂きながらやってまいりたいと

思います」と挨拶して審議に入った。

総会に付議すべき事項について遠

藤守正常務理事から、昨年出されて

いた規約案の一部改正説明があり、

質疑の後承認。次に加藤専務理事か

ら今後の事業展開の実務を行う運営

委員会委設置が提案され、次の9名

の委員と共に承認された。

加藤　晴生　　　遠藤　守正

関口　教和　　　工藤悠一郎

村山喜一郎　　　頴原信二郎

金岡　　隆　　　田摩　　勇

Mr. Olegs Orlovs

なお、昨年9月発足時に暫定就任

した役員・顧問はこの第1回理事会で

正式承認された。役員・顧問及び運

営委員の任期は1年とし、次の事業

年度の前まで運営にあたる。事業年

度の区切りを何月何日とするかは次

の理事会までに案を作ることとした。

次に遠藤常務理事が本会設立準備

当初から2月4日までの会計報告を行

い、頴原信二郎監事の監査報告の後

承認、続いて平成17年度予算案を同

常務理事が説明、これを承認して総

会付議事項の審議を終了した。

ここで松原千振理事から当協会の

ラトビア語名称を定める提案があり、

Orlovs氏が「Japānas
ヤパーナス

Latvijas
ラトヴィヤス

Mūzikas
ム ー ジ カ ス

Asociācija
アスツィアーツィヤ

」を提案、承認された。

最後に加藤専務理事が、本会の活

動上何かと便利ということで、ラト

ビア・パレックス銀行に本会の口座

開設を提案、これを承認して、理事

会を終了した。

《総会》
議案を全て承認、
夢広がる事業展開を目指す

引き続いて第1回総会が開かれた。

関口教和会員の司会で、まず熊谷会

長が「私はこの協会について何でも

できることをやるつもりですので、

皆様のご協力、ご助言を歓迎いたし

ます」と挨拶。今澤哲朗会員を議長

に選任して以下の議事の審議を行っ

た。

第1号議案　規約並びに経理規定

の承認（遠藤常務理事説明）。

第2号議案　役員、顧問、運営委

員の承認と任期についての承認（加

藤専務理事説明）。

第3号議案　本会設立に関してそ

の経過の報告及び平成17年度の事

業計画案の承認（加藤）

【内　容】

◇活動報告

（1）平成16年9月17日発起人会

及び懇親会開催

（2）規約、経理規定の整備

（3）広報紙「ラトビア」の発刊

運営委員会の設置

（4）ラトビア現地側との諸事業、

行事の打合せ

◇事業計画

（1）広報紙「ラトビア」は年3～

4回の発行を目指す。

（2）本協会のホームページを立

ち上げる。

（3）本協会の法人化を研究する。

（4）日本とラトビアとの間で指

揮者を交換派遣などしてお互いの

国の歌を少年合唱団等に歌っても

らう。本年10月頃実現か。4月下

旬詳細発表予定。候補指揮者は理

事の松原千振さん。

（5）演奏家、演奏団体などの派

遣招聘、公演などの交流促進に力

を注ぐ。

（6）会員を講師にしての講演会

開催～本会の広報と会員同士の親

睦の促進を図る。

（7）ラトビアからの招聘等の実

現が遅れるなどの場合は、日本国

内の諸団体や個人の協力のもと国

内で「ラトビア音楽祭」といった

ようなものの開催を図る。

（8）2008年の「ラトビア歌の祭

典」への参加準備を始める。

第4号議案　当初より2月4日まで

の会計報告と平成17年度予算案の

承認（遠藤）。

監査報告（頴原）

◇

いずれの議案も理事会提案の通り

承認され成立した。

最後に藤井威副会長が、「ラトビ

アの音楽は本当にすごいものです。

私も3年間の駐スウェーデン・ラト

ビア大使時代にラトビアには12回、

45日くらい滞在しましたが、その

たびにリガや地方都市の音楽に触れ

て、その技術の高さ、ハーモニーの

すごさ、リズムの正しさ、そして何

よりも音程の正確さに驚きました。

全国に240万人しかいない国なのに、

あれは天与のものとしか思えませ

ん。これからこのラトビアとの音楽

の交流を深めていくということで私

も大いに努力したいと思っておりま

す。この会がどんどん大きくなるこ

とを期待して皆様とともにやってい

きたいと思います。本日はありがと

うございました」と締めの挨拶を行

って総会が終了した。
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【総会・懇親会出席者】（順不同）

熊谷　直博◇ 松原　千振◇ 稲山　輝機 今澤　哲朗

磯部　光正 岡村　喬生◇ 野村　三郎 清水　　實

長井　秀行 長井真佐子 長澤　　護◇ 百田　孝義

百田氏同伴者 小松原るな 水谷　鏡子 加藤　晴生◇

加藤　民子 遠藤　守正◇ 田摩　　勇 頴原信二郎◇

金岡　　隆 徳田　　浩◇ 関口　教和 西川新八郎

ケイコ・マクナマラ 村山喜一郎 レディ・マークス寿子

ジャネッタ・スードニェツェ オレグ・オルロフ

山本　徳行 清水　光子 石川　晴彦 迫　秀一郎◇

中嶋　勝彦 板垣　忠直 坂田　知子 岩崎　明子

クリスチーナ・オスモロフスカ（留学生） オルカルス・ミカンス（留学生）

アルティス（留学生） 江藤　純子 久元　祐子◇ 斎藤　　哲◇

桜井　珊子 川合　修平 古市　吉秀 長谷川優進

宮地　和夫 鈴木　賢一 堀内　啓吉 吉田ラスマ

藤井　　威◇ 西脇　久夫◇ 三巻　義夫 神郡　克彦

小林　幸雄 石川　　了 石川　弥貴 滝澤　文一

中野　温未 花村　紀子 松本　嘉幸 山脇　卓也

（以上63名）◇印は理事会出席者（13名）



《懇親会》
素晴らしいスピーチ・
パフォーマンスの連続

懇親会は総勢60数名が参加する

賑やかな会になり、この会に寄せる

会員の熱い期待が会場に充満した。

まずは藤井副会長の開会挨拶と乾

杯の音頭で幕開けし、しばらく歓談

ののち、ゲストの小林幸雄大鵬薬品

㈱会長から、制癌剤の共同開発など

ラトビアとの仕事上のエピソードを

交えてこの会へのエールの挨拶をい

ただく（別掲）。続いてラトビア最大

の銀行パレックス銀行東京事務所長

のジャネッタ・スードニェツェさん

（女性）が「本会にご招待いただき

ありがとうございます。パレックス

銀行は2003年9月に駐在事務所を設

立しました。日本に進出しているラ

トビアの唯一の企業です。これから

もよろしくお願いいたします」と、

結構難しい日本語を交えて挨拶し大

きな拍手を浴びた。

ここで岡村喬生副会長が15分講

演。「日本は文化において輸出する

努力が足りない。日本ラトビア音楽

協会が、日本とラトビアの文化・音

楽を通じて交流を図ることは大きな

意義がある」。時計を見ながらピッ

タリ15分（別掲）。

さらに次の方々が登壇して新しく

生まれた協会への期待を熱っぽく話

した

◇

レディ・マークス寿子さん（会員・

作家、秀明大学教授）「ラトビアの

合唱団・ジンタルスの演奏に感銘を

受けて、この会に参加しました。あ

らゆるところでこの会を宣伝してゆ

こうと決心しています」。

石川晴彦さん（会員・出版文化国

際交流会副会長）「日本の出版物を

世界の国々に紹介する事業をしてい

る中、現在EUにも加盟したバルト

諸国に関心を持っている。本年度は

リトアニアとの交流を図ることになっ

ているが、将来的にラトビアの方々

とも交流を実現していくつもりです」。

山本徳行さん（会員・ラトビア支

援の会会長、［北九州］スウェーデン

名誉領事）「ラトビアで行われる日本

語弁論大会の優勝者を毎年日本に招

聘し、3ヶ月間、日本語の勉強をさせ

ている。毎年ラトビア支援のチャリ

ティコンサートを開催しているがNHK

が収録して放送してくれた。今年10

年目に当たりますので、この音楽協

会が立ち上がった記念に、九州で何

かできないかなと思っています。日

本にラトビア大使館を是非開設して

もらい、ラトビアとの交流を正式な

ものにしたいと念願しています」。

◇

挨拶・スピーチが一段落したところ

で会員によるパフォーマンスの数々

が演奏された。それぞれのジャンル

で活躍する一流のアーチストたちの

熱演に場内は感嘆の渦に包まれた。

ピアノ独奏　久元祐子さん（ピア

ニスト・会員）モーツァルト作曲

「トルコ行進曲」（目隠し付き）。他

の会員の手で厳重な目隠しをさせて

ピアノに向い、見事なタッチで弾き

きって、会場割れんばかりのブラボ

ーと拍手の嵐。

男声四重唱　本協会広報紙

「Latvija」の徳田浩編集長（会員）と、

鈴木賢一さん、長井秀行さん（会員）、

宮地和夫さん（会員）。ピアノ伴奏・

江藤純子さん。「城ヶ島の雨」「さくら

貝の歌」を演奏。グリークラブ仕込

みの重厚な中にも甘いハーモニーで

会場を包んだ。

カンツォーネ独唱　小松原るなさ

ん（会員・声楽家）。演奏曲「エンリ

コ・カルーソー」、ピアノ伴奏・江

藤純子さん。歌詞はご本人の訳詩。

カルーソー晩年の歌。“夏の暑い夕

暮れにソレントの海に面した古いバ

ルコニーにピアノを運ばせて最愛の

娘に、最後の熱い愛の歌を歌い上げ

ました。そのときカルーソーは喉頭

がんに冒されていました。しかし彼

の歌声はまだまだ力強く響き渡り、

港の漁師たちも聞きほれたといいま

す。その後間もなくこの世を去りま

した…”という前説のあと、しっと

りと歌い上げてカンツォーネの素晴

らしさを堪能させた。

ピアノ弾き語り　ケイコ・マクナ

マラさん（会員・ジャズボーカリス

ト）。“百万本のバラ”の原曲である

ライモンズ・パウエル作曲「マーラ

が与えた人生」を、もちろんラトビ

ア語で弾き語り演奏。不幸を乗り越

えて前向きに生きようとする少女の

気持ちを、切々と、時には力強くダ

イナミックに歌いあげで深い感銘を

与えた。

◇

熱い熱い3時間のパーティに、初

対面の方々とは思えないような談笑

の輪が大きく広がった。協会の目標

の一つである会員間の親睦交流とい

う面でも素晴らしく有意義な懇親会

になった。板垣忠直会員（福島県芸

術文化団体連合会副会長）の中締め

の挨拶を行い、「会員一人一人がそ

れぞれの立場で協会の発展に寄与し

よう」と結んだ。
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制癌剤開発で

ラトビア共和国名誉博士に

小林幸雄氏（大鵬薬品㈱会長）

モスクワの

全ソ・ガン研

究所へ訪問し

た時、総長の

部屋にアンプ

ルの試供品が

あった。私は

薬屋なので総長の説明でそれがどん

なものかをすぐ理解でき、ラトビア

の有機化学化学研究所で開発された

ことを知りました。その時はラトビ

アがどこにあるかも知らなかったが、

私は大変興味を持ち、1968年の暑い

時モスクワから夜行列車でリガの研

究所を訪れた。

その後私は新薬の共同開発で10

数回リガに行った。皆さん方の中で

も一番多く行っていると思う。

行くたびに印象深く素晴らしい町。

当時はまだソ連の一部だったので、

人々の表情もどこか圧迫されたよう

な暗い感じがした。しかし1991年

独立以来人々の表情も明るくなり、

パーティの席上でも素晴らしい歌が

聴けるようになった。

「百万本のばら」がラトビアの歌と

知らなかったが、現地の人々がハミ

ングで口ずさんでいたメロディーが

印象に残っていた。加藤登紀子さん

が日本でこの歌を広めた時、記憶に

あるメロデーで驚いた。その時初め

てラトビアの歌であることを知った。

先週の大阪女子マラソンでラトビ

ア選手が優勝するなど、ますますラ

トビアの知名度が高まってきた。

私ごとで恐縮ですが、抗癌剤開発

成功でラトビア共和国から名誉博士

号を頂いたことを付け加えて挨拶に

したい。

日本は文化を輸出する努力が

足りない

岡村喬生氏（副会長・オペラ歌手）

ラトビアの

合唱は実に素

晴らしい。私

は長年のヨー

ロッパ経験で

このことを実

感した。北は

アンサンブルに強く、南は個人技に

強い。良いオケは南にない。南はカ

ルーソーに代表されるように歌でも

個人技の伝統がある。

ところがラトビアの人は何万人集

まってもキチンとハモる。アンサン

ブルに培われた正確な音程が身に付

いている。

ところで、欧州ではトヨタ・ソニ

ーを知っていてもジャパン、ヤーパ

ンという国を知る人が少ない。世界

の文化人500人の中に入ったのは浮

世絵の北斎だけというのは寂しい。

日本は文化を輸出する努力が不足し

ている。わが国には、歌舞伎、能な

ど世界に誇る素晴らしい文化もある。

私はラトビアとは直接関係ないが、

協会設立に双手を上げて賛成した。

文化を通じてお互いを知り合うこと

は大きな意義がある。数年前にウイ

ーンで歌った時、ラトビアの人がた

くさん来てくれた。

私は昨年「蝶々さん」を取り上げ

て、プッチーニの日本認識の間違い

を直した。プッチーニが悪い訳では

ない。要は日本の文化を知らなかっ

たということ。今度は（自分の解釈

による）魔笛をやることにし、4月に

オーデションを行う。ピアニスト・

歌手、いくら上手でもギャラは同じ。

合唱はオペラのアリアか歌曲を1曲

歌えばよい。皆さんもどうぞ。

オペラを通して物資大国のイメー

ジを少しでも払拭したいと願ってい

る。再来年は公の機関に認められて

海外公演を行う予定。

※　小林氏は1960年代の終わり頃、旧ソ

連にあったラトビアの制癌剤技術に着目

し、副作用が少なく効能の高い制癌剤を

開発された。大手製薬会社が化学療法に

見向きもしなかった時代に、それを見直

すきっかけをつくり、癌患者の負担を大

きく軽減し、福音をもたらされた。

上から久元祐子さん、小松原るなさんと
江藤純子さん、ケイコ・マクナマラさん



3年間ストックホルムに住みスウェ

ーデン大使でしたが、ラトビア大使

兼務でした。ストックホルムからラ

トビアの首都リーガまで飛行機で45

分ですが、これほど遠い国はありま

せんでした。ソ連の頚木の下で呻吟

していた時代、バルト海はまさに鉄

のカーテンでした。そういう状態か

ら1991年に独立し、発展途上国では

ありますが、その喜び方、自分達の

文化を守り通したという自負は大変

なものでした。心底ラトビアという

国にほれ込んでしまいました。キワ

ニスでも一度スウェーデンの話をさ

せていただきましたが、ラトビアの

話を頼まれたのは初めてです。新興

国の意気込み、活気、エネルギーを

受け止めていただければ幸いです。

エストニア、ラトビア、リトアニア

がバルト三国です。1991年にソ連邦

が解体し、この三カ国が独立を達成

しました。三カ国の真ん中がエラト

ビアで、バルト海を挟んで対岸のロ

スラータ地方に大使公邸があります。

ラトビアに関して読むに値する本は

私の意見では2冊しかありません。

それは私の「スウェーデン・スペシ

ャルⅡラトヴィアという国」と、ス

ウェーデン大使だったときの私の部

下の黒沢歩さんが書いた「木漏れ日

のラトヴィア」の2冊です。彼女は

ラトビアと日本語の同時通訳が出来

る唯一の日本人だと思います。

◇

ラトビアは紀元前20世紀頃、イン

ド・ヨーロッパ語族に属するバルト

語系の言語を持つバルト族が移住、

バルト海沿岸に広く分布します。現

在バルト語系を話す民族はラトビア

とリトアニアの2つしかありません。

その他のバルト語系の派生言語はあ

りましたが、全部他のインド・ヨー

ロッパ語族、つまりゲルマン系のド

イツ語、北欧系のスウェーデン語、

スラブ語（ロシア語とポーランド語）

に負けてしまいました。消えていっ

た中でラトビア語とリトアニア語だ

けが生き残ったと考えられます。

ラトビアが歴史に登場するのは

900年頃で、バルト地域全域に多数

の部族国家が成立します。キリスト

教渡来以前です。1201年にダウガ

ヴァ河の河口、現在リーガがあると

ころにブレーメン司教アルベルトが

キリスト教を布教するために上陸し

たことから本当の歴史が始まります。

帯剣騎士団というドイツ系の騎士団

を連れて来ました。一種のドイツ民

族の植民です。結局、その後裔であ

るチュートン騎士団のバルト支配が

始まります。

1282年に騎士団の本拠地であった

リーガ市がハンザ同盟に加盟し、自

由商業都市として発展します。田舎

はドイツ騎士団の大地主の政治が行

われ、ラトビア人は全部小作人、リ

ーガ市はドイツ系の商人が支配する

自由都市でした。1558年ロシア・イ

ヴァン皇帝の侵攻、1629年スウェー

デン・パーサ王朝の支配、1700年に

ロシアとスウェーデン間でバルトの

覇権をめぐって戦争が始まり、スウ

ェーデンが完敗します。この勝利に

よってロシアのピョートルは大帝に

なります。1915年第一次世界大戦、

1917年ロシアで革命が起き、その

混乱に乗じてラトビアは独立します。

なんと1918年までラトビア人は国を

作ったことがありません。一回も国

を作ったことがないのにラトビア人

であり、ラトビア語を保存しました。

しかし、この独立はわずか20年し

か続きませんでした。1939年ヒトラ

ーとスターリンの闇取引でラトビア

から北はフィンランドに至るまでロ

シア領、ポーランドとリトアニアは

ドイツ領という分割協定が結ばれま

す。その後ヒトラーがポーランドに

攻め込んで第二次世界大戦が始まり

ます。ロシアはラトビア、エストニ

ア、フィンランドに攻め込み、ラト

ビア、エストニアはロシアに占領さ

れます。その後は悲劇としか言いよ

うのない抑制と圧制の下で呻吟する

という歴史です。1991年ソ連が崩壊

して独立を遂げたときの気持ちは

我々にはわかりません。当事者しか

わからないほどひどい政治の下に置

かれました。

リーガ市内聖ペーター寺院（13世

紀創建）のタワー頂上の展望台から

旧市内を俯瞰すると、ハンザ同盟都

市の佇まいが偲ばれます。ダウガヴ

ァ河の橋のたもとにドイツ騎士団が

本拠地と

したリー

ガ城があ

ります。

現在では

大統領官

邸になっ

て い ま

す。1997

年リーガ

旧市街を

中心とす

る歴史的地域がユネスコの世界遺産

に指定されました。

◇

ラトビアはゼムガレ、クレゼメ、

ラトガレ、ヴィゼメの4つの州で構

成され、ラトビア語も少しずつ違い

ます。1200～1900年の700年間一度

も国を作れなかったため、4つの地

方が別々の歴史をたどりました。例

えば、ヴィゼメはスウェーデンの支

配を受け、ラトガレはポーランドの

支配を受けました。従って、クルゼ

メとラトガレの人々が同じ言語を話

しているという認識はありませんで

した。ラトビア族という民族として

の意識が全然ない状態が延々と続き

ました。ラトビア語、リトアニア語

はインド・ヨーロッパ語族と言われ

ながら、ロシア語、ドイツ語、英語

と全く違います。人口240万のうちラ

トビア人は現在60パーセントに過ぎ

ず、ラトビア語を話す人は150万人

です。その人達がこの言葉を700年

間守り通しました。“我々は語学の

天才だ”と何度も私に言いました。

“ドイツ語、スラブ語などはインド・ヨ

ーロッパ語の変化した姿であり、イ

ンド・ヨーロッパ語の最も古い形、

本来の言葉に一番近いのは我々の言

葉である”と言っていました。ラト

ビア語とリトアニア語はサンスクリ

ット語に非常に類似しています。

◇

ラトビア語は独特の旋律、リズム、

フィーリングを持っています。それ

がラトビアの各地にダイナという民

謡を生んだ最大の理由です。4つの

地方が別々の歴史を辿りましたが、

ダイナという民謡だけがこの4つの

地方にありました。これが19世紀に

入り、民族運動に結びつく一つの大

きな要因でした。それを最初に主導

した人はクリッシュ・ヤーニス・バ

ーロンスという人で、1800年代の終

わりにラトビア全土からダイナの収

集を始め、20万曲のダイナを集め、

科学アカデミーに自分で作った手作

りのキャビネットの中に保存しまし

た。現在は120万曲に増えています。

現代作曲家が作ったダイナを含める

と、400万曲あると言われています。

音楽という一つの芸術に民族の誇り

をかけ、民族統合のシンボルになっ

ていきました。1873年に第1回歌と

踊りの祭典がリーガ市の郊外で開か

れました。民族衣装を着て、それぞ

れのダイナを持って合唱団が集まり

ました。その時提示されたのが「神

よラトビアを讃えたまえ」です。こ

れが1918年に独立したときに国家に

なります。しかし、モスクワのツァ

ー政府はこの歌を禁止します。その

代わりにラトビア人が歌ったのが

「風よ吹け」という歌です。これは

飲んだくれの歌です。何で飲んだく

れの歌が国家の代りになったかわか

らないと、ラトビアという国はわか

りません。これは圧制と抑制から抜

け出したいという希望の歌です。酔

っ払いの歌とは似ても似つかない荘

重な叙情的な歌です。

1991年に独立した後、有力政治家

のライモンズ・パウルズが作詞・作

曲した「マーラーが与えた人生」は、

薄幸をものともせずに力強く前向き

に生きよとする娘の歌です。マーラ

は豊穣の女神です。これを加藤登紀

子は「百万本のバラ」という題に変

えてしまいました。全く意味が違い

ます。

◇

民族としてこれほどの不幸は珍し

いと言われる時代を経て、1985年

ゴルバチョフが登場して少し明かり

が見えてきます。1989年8月23日、

バルト三国をソ連占領に導いたモロ

トフ・ルッペルドロップ協定署名

50周年記念日に、運命に対する世

界の注目を集めることを目的として、

バルト三国人民200万人が手をつな

いで「人間の鎖」を作り、この鎖は

タリン（エストニアの首都）からリ

ーガへ、そしてヴィリニウス（リト

アニアの首都）へ500キロメートル

にわたってつながった。この鎖は、

バルト三国独立の願望を象徴的に示

したのである。
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副会長 藤井　威
（3月4日・キワニス例会講演抄録）

『心底ラトビアという国に 
惚れ込んでしまいました』。 

『心底ラトビアという国に 
惚れ込んでしまいました』。 

（次ページへ続く）

リーガ市中心部



この鎖に参加したあるラトビア人

は私に次のように語った。「600キロ

メートルの人間の鎖がつながったと

き、どこからともなく『神よ、ラト

ビアに恵みあれ』（ラトビア独立時代

の国歌）の歌声が沸き起こった。全

ての人々が歌いながら泣いていた。

歌声は途切れることなく、ダイナか

らダイナへと引き継がれた。人類史

上初めて一民族の民謡が独立を世界

に訴え、そして人類史上初めて民衆

の歌声が一民族を独立に導いたので

ある。この時点で、“風が吹いた、

歌声が風を吹かせた”と彼は言って

いるのです。結局、歌う革命になり

ました。

◇

1991年に独立し、1993年に第22

回歌と踊りの祭典が行われます。そ

の時はまだソ連の支配の名残りが色

濃く残っていました。このときに北

海道合唱団が参加しています。これ

はまさに独立と自由を謳歌する歓び

の祭典であったと言われています。

5年後の1998年に歌と踊りの祭典が

開かれ、早稲田大学グリークラブOB

でつくる稲門グリークラブが参加し

ました。4万人の大合唱がリーガ郊

外の森に響きました。各地から集ま

ったダイナの合唱団がそれぞれ自慢

の民族衣装に身を包み、リーガ市内

を大行進します。これは一見の価値

があります。やはり自由は良いなと

痛感します。

ラトビアは音楽をシンボル化する

という世界で例のない民族だと思い

ます。ラトビアの音楽の特徴は天才

的なほど音程がしっかりしています。

リズム感が素晴らしく、声が透明で

す。ダイナの合唱曲を聴くとあまり

にも清潔すぎて面白味がないが、じ

っくり聴くとこれほど音楽的に高度

の技術を駆使している合唱団はそう

はいません。それが認められえて、

ラトビア音楽はずいぶん日本に上陸

しています。

1997年に北海道東川町ラトビア

交流協会はスクリデ・ファミリーを

招聘しています。その中のバイバ・

スクリデはベルギー・エリザベート

王妃国際音楽コンクールで優勝し、

日本音楽財団からストラディヴァリ

ウス（バギンス1708年製）を賞与

されています。そ

の関係でバイバ・

スクリデはピアノ

のラウマを連れて

日本に終始来てい

ます。

稲門グリークラ

ブは1993年にリー

ガ市大ギルト館で

女声合唱段のジン

タルスと協演して

います。ジンタル

スはラトビアを代表する女声合唱団

で非常に透明な声を出します。

その後数回来日しています。

リーガ大聖堂少年合唱団はウィー

ン少年合唱団と似た組織で、音楽の

才能ある少年達を集めて学校で音楽

を教えながら、合唱団として訓練し

ています。3回来日しています。

けいこ・マクナマラはジャズのピ

アニストで、ラトビアで慈善活動を

しています。彼女は「ラトビアのメ

ロディの中に“お経”のフィーリン

グを感じました」と言っていました。

サンスクリット語ですから、音楽家

の耳にはそういう痕跡が残ったのだ

と思います。

日本ラトビア音楽協会は先ほどご

紹介がありましたように2004年に

発足しました。会長は私の二代前の

ラトビア大使の熊谷さんです。副会

長は私とオペラの重鎮・岡村さんで

す。ラトビア大好き男達、音楽が大

好きな人達、ラトビアと関係のある

芸術家達が年間5000円ずつ払って

集まっています。ラトビア音楽をも

っと聴いてみたいという方がいらし

たら、ぜひ日本ラトビア音楽協会に

ご参加ください。

（ふじい・たけし＝前・駐スウェ

ーデン・ラトビア大使）
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松原指揮者のラトビア派遣

指揮者・松原千振さんラトビア派

遣の指導先は、最近目覚しい活躍を

続けているリーガ大聖堂少女合唱団

に決りました。2006年1月17日から

22日まで「日本のうた」を指導し、

最終日にその成果を示す演奏会を開

催することで合意に達しています。

指導期間中、ラトビア合唱界の要人、

指導者、音楽学校の教師・生徒など

とも意見交換を行う予定です。指導

プログラムは打ち合わせ中です。未

だ契約上の若干の詰めを残していま

すが、当協会の本格的な事業の第一

弾に相応しい密度の高い内容になり

そうです。

6月にホームページ開設予定

広報活動の一環として、また会員

の交流親睦を深めるために当協会の

ホームページを6月に開設する準備

を進めています。一部会員の方から

会員証の発行についてお問い合わせ

を頂いていますが、デザインの検討

なども含めてホームページ開設に間

に合うよう準備中です。

第1回運営委員会開催

4月6日午後6時から講道館内のレ

ストラン“じぇびあん”で、運営委

員の顔合わせを兼ねた第1回運営委

員会を開きました。出席者は頴原信

二郎、遠藤守正、金岡隆、加藤晴生、

関口教和、田摩勇、工藤悠一郎、村

山喜一郎の各委員と徳田浩広報担当

で、オレグ・オルロス委員は帰国中

のため欠席。

当協会の会員数も何とか100名を

超え、本格的な活動のスタートを実

感しています。この日の話題も、本

年度の事業計画、運営委員の役割分

担、名簿作成やホームページの開設

など多岐に亘りました。

本年度中に待望のラトビア共和国

大使館開設の動きがあります。本年

は当協会創立一周年記念事業もあ

り、これとの関わりについて検討を

急いで進める必要が出てきました。

松原千振氏のラトビア派遣交渉は、

日程も決まって大詰めの段階にあり

ます。このプロジェクトは日・ラ間

の長期的な充実した草の根交流を進

めるためにも、多くの方々からその

成功が期待されているものです。松

原氏派遣の次はラトビアの指揮者が

日本に来て指導することになります。

この受け入れ態勢を作ることも急が

ねばなりません。田摩委員が中心に

なって受け入れ可能な合唱団探しを

担当してくれます。

運営委員夫々の役割は、当面、特

に定めず、状況・テーマに応じてそ

の都度、適任と思われる方に対応・

担当して戴くことにしました。但し、

名簿管理については、最近の個人情

報保護に関する世論の動きに同調し

て、遠藤常務理事に担当をお願いす

ることになりました。会員相互間の

親睦を高めるためにも、名簿作成は

大切だと判断しています。当協会に

相応しい名簿発行について、アンケ

ートの形で会員各位のご意見を伺う

予定です。

この半年間、当協会の会員集めに

携わってきましたが、日本人にとっ

てラトビアは未だ未知の国であるこ

とを改めて認識し、広報の重要性を

痛感しました。ラトビアの素晴らし

い音楽をCDにして配布し、PRに役立

てて戴くことを検討しましたが、著

作権等の問題もあって容易ではない

のが実情です。昨年12月にLatvija第

1号を発刊した後、新入会員数が伸

びました。これを更に充実させる傍

ら、ホームページを開設して広報面

を一層強化します。ホームページで

は、著作権法上許される範囲でホン

のさわりだけでもラトビア音楽の紹

介をしたいと考えています。広報活

動はいろいろな機会を捉えて行いま

す。

人材豊富な当協会にとって、講演

会活動は得意な分野だと思います。

3月5日キワニスクラブでの藤井威

副会長の講演は好評でした。しっか

りと当協会の宣伝もして戴きました。

次は岡村喬生副会長の講演を企画中

です。

会員の（個人的な）活動に対する

後援をします。但し、これはガイド

ラインが必要になると思いますので、

当協会の後援を望まれる方は事前に

ご相談戴きたく存じます。会員に対

するラトビア語の指導及び現地情報

の提供等も、当協会の大切な役割に

なります。当協会は非営利団体です

が、必要経費は各人に負担して戴く

こともあります。

あれもこれも、ここでは書ききれ

ないほどの話題がありました。運営

委員の方々も、全員が、日本とラト

ビアの架け橋になって役立ちたい気

持でいっぱいです。私も当協会の明

るい未来を見たような集いでした。

（加藤記）

民族衣装に身を包み、リーガ市内を大行進

（前ページから続く）

事務局からの 
お知らせ 

今秋ラトビア大使館開設
ラトビア政府は年内に日本に

大使館を開設する準備を進めて

います。11月18日が同国の独立

記念日なので、それ以前の10月

中に開設される見通しもありま

す。当協会設立1周年を兼ねた、

この慶祝にふさわしい慶祝行事

を検討しています。



リガ大聖堂少年合唱団
クリスマス・コンサート
伝統にみがかれた発声、正確な
音程…、聴衆に新鮮な感動与えた

二〇〇四年十二月九日、私と妻は、

日経ホールで行われたラトヴィアの

リガ大聖堂少年合唱団のクリスマ

ス・コンサートを聞いた。このコン

サートは、日経ミューズ・サロン第

三一七回として計画されたものであ

り、同少年合唱団としては、一九九

五年の初来日、一九九九年の再来日

につぐ三度目の訪日であった。

人口二百四十万人足らずの小国ラ

トヴィアは、古くから音楽をこよな

く愛する国民性で知られている。こ

の合唱団は、特に音楽的素質に恵ま

れた少年達を集めて、中世教会音楽

に始まる西欧音楽の伝統的技法を正

確に受け継がせるためのきびしい訓

練がほどこされており、伝統にみが

かれた発声法、正確な音程、見事な

ハーモニーは、聴衆を魅了するに充

分すぎるできばえであったと言えよ

う。選曲のあり方や指揮者の動きの

少ない端正な指揮ぶりも、このよう

な伝統のよさを充分にアピールする

ように設計されたものであろう。ま

た、各パートから選ばれた独唱者た

ちのソロも、その素質と訓練の成果

を控え目ながらも確実にアピールす

るものであり、一部に長旅の疲れも

感じさせたが、そうであるだけに、

音量をしぼって切々と歌うことによ

って聴衆の共感をよび起す技能もま

た注目すべきものであった。

今回のコンサートでは、伝統的曲

目を伝統的技法に忠実に歌い上げる

だけではなく、会場をもりあげるた

めの楽しい工夫にも見るべきものが

あった。有名なクリスマスの歌をプ

ログラムにもりこむほか、編曲にも

工夫をこらし、例えば、誰もが知っ

ているシューベルトのアヴェ・マリ

アの主旋律をバリトンに歌わせ、ソ

プラノやテナーにオブリガードを受

け持たせることによって、聴衆に新

鮮な感動を与えることに成功した。

またアンコールに応えて歌った日

本唱歌「ふるさと」も、日本の聴衆

を意識した選曲としてよくあるケー

スであるが、充分な訓練と練習を経

た上でステージにのせたことが明確

に読みとれる水準に達していたのは

さすがであった。音程、アンサンブ

ルなどの技術的水準はむろんのこ

と、日本語の発音も正確であり、曲

の持つ意味も充分理解した上で歌っ

ていることは明らかであった。さす

がにラトヴィアを代表する少年合唱

団だと思わせるできであったし、そ

のための努力に敬意を表せざるをえ

なかったのである。

（藤井威・前駐スウェーデン・ラト

ビア日本国大使）

リガ大聖堂少年合唱団
1950年、ラトビアの優れた音楽院「エミ
ール・ダルフインヌ音楽学校」を前身に
創設された。音楽監督ヤニス・エレンシ
ュトライツのもと、国内はもちろんヨー
ロッパ各地で最も高い評価を受けてきた。
1990年ラトビア国家独立に際し、800年
の歴史を持つリガ大聖堂の伝統を受け継

がせるため、この合唱団にその名を与え
ることを決め、1994年以降「リガ大聖堂
少年合唱学校として、この大聖堂を本拠
地としてさらに活躍してきた。1995年
初来日、今回が3回目。教会音楽はもと
より、多くの合唱作品をレパートリーに
し、これまで14枚のCDをリリース。
13世紀に建てられたリガ大聖堂は代表

的な旧市街にあり、ヨーロッパ最大級の
パイプオルガンがある。
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遥かなるリガ

石井洋一

リガを訪れたのは昭和52年7月だ

った。この年リガの合唱祭は、革命

60周年を記念して国外の合唱団を

初めて招いた。西の隣国ポーランド

からワルシャワ工科大学男声合唱団

と、東の隣国日本から姉妹都市神戸

の市民合唱団コーロノーヴォである。

これは関学グリーのOBと周辺の女子

大合唱団のOGとで設立された若い

団体で、指揮は関学OBの州脇光一

氏。私は早稲田大学混声合唱団の出

身だが、大阪勤務の頃で人の紹介で

参加した。

リガでは一万五千人の大合唱団の

最前列で1曲、市内パレードとレー

ニン像への献花、音楽院講堂での地

元合唱団Ave solとの交歓演奏会など

思い出は尽きない。

Ave Solは昨年3度目の来日を果た

したが、当時のメンバーは指揮者の

コカルス氏だけ。しかしアンコール

で歌われたソーラン節はかつて我々

が贈呈した曲。メンバーが変わって

も歌い継がれているのである。私は

一人密かにほくそ笑んだ。

感動的だった日ラ音協との出会い

「来年4月にラトビア訪問の予定です」

板垣忠雄

（福島県芸術文化団体連合会副会長）

BALTA GOYA SERDIENITEの楽譜を

お送り頂きあ

りがとうござ

いました。先

日手に入れま

したバルト三

国合唱曲集選

集Vol 13に収

録されていた素敵な曲です。先日総

会でお会いしたKeiko Mcnamaraさん

から「Milion of Roses」の譜面とご

自分が歌った見本のCDを送って頂

きましたので、2曲とも早速歌って

みたいと思っています。ラトビア語

の発音は難しそうですが（Keikoさ

んからカタカナで書いたものを頂き

ました）ロシア語よりは読み易そう

だと…と話しておりました。

私は合唱団を6団体、吹奏楽団を

2団体指導しておりましたが、昨年

福島市音楽堂創立20周年記念コン

サートのために、7つ目の合唱団

「SCHLA CANTORUM HUKUSIMA」を

福島市近郊に住む音楽関係者（声楽

を専攻したピアノ教師や専業主婦、

教員など）を中心に編成しました。

演奏後解散するつもりでしたが、メ

ンバーの希望で存続させることにし

ました。この団体を補強して来年4月

にラトビアを訪問したいと計画して

います。幸い先日お会いしたKeiko

さんから駐ラトビア大使館の黒沢さ

んに繋いで下さるとお話を頂き、心

強く思っています。総会に出席させ

て頂いたことを感謝しています。

1983年にブラジル国ベレム市で

初めてリサイタルを開いて以来、ブ

ラジル、アメリカ、オーストラリア、

台湾、スペイン、サンクトペテルブ

ルグと音楽を通した国際交流を続け

て参りましたが、今回のラトビアと

の出会いはとても感動的な出会いで

す。4月には73歳、音楽を通した国

際交流も先が見えてきた感じですの

で、是非成功させたいと思っており

ます。楽譜、ラトビア語、国内事情

など分からないことばかりです。こ

の協会以外に問い合わせをする方法

を知りませんので、よろしくご指導

をお願いいたします。

風呂本佳苗ピアノリサイタル

新春恒例のピアノリサイタルを、

今年は1月8日（名古屋）、9日（大阪）、

10日（東京）に「浪漫紀行」と題し

て行いました。どの会場も盛況でし

た。大阪で聴いてくださった音楽評

論家からは、「美しい」としか云い

ようのない音色であり、「会場にい

た誰でもが風呂本の構成する透徹し

た世界と対話していたに違いない」

という趣旨の賞賛の言葉を頂きまし

た。これを励みにして来春にはさら

に良きものを皆様にお届けしようと

ロンドンで精進を続けております。

風呂本佳苗

� � 会 員 短 信 

東京レディース・シンガーズ
３２回定期公演

2月3日　紀尾井ホール
指揮／前田二生

前半が20世紀オランダ作曲家の

アンドリーセン「三声のミサ」と、

メンデルスゾーン作曲のラテン語に

よる宗教曲「三つのモテット」、後半

が邦人作品というプログラム。声の

美しさは東京随一のこの合唱団は、

前半のアカペラの宗教曲で抜群の透

明さを聴かせて聴衆を魅了、人声の

融合する美しさを堪能させた。

邦人作品は西村朗の若い頃の編曲

作品「四季の抄」と、小林秀雄作曲

の組曲「四季の山頭花」。指揮者の

作品理解も含めて充実した演奏とな

った。（音楽の友5月号から抄録）

※編集子は12月20日に同ホールで

行われた2004 Xmasコンサートを聴

いた。冒頭に演奏されたプーランク

のアカペラ曲「小さな声」を耳にし

た瞬間、正直言って“日本にこれだ

け透明な響きと完璧な音程に支えら

れたハーモニーを持つ女声合唱団が

あったのか”と感嘆した。「山田耕筰

集」「ベスト・オブ・ルロイ・アン

ダーソン」「クリスマス名曲集」に

は暖かさが充満し、とても幸せな気

持ちで会場を後にした。

常任指揮者の前田二生氏は当協会

会員。ウイーン学友協会主催のコン

サートに16年連続出場するなど海外

活動も多い。1985年に専門声楽家に

よる東京レディース・シンガーズを

創設、海外を

含む多岐な演

奏活動を続け

ている。CDも

多く主要な女

声合唱曲は殆

ど収録してい

る。平成13年には芸術祭最優秀賞を

受賞した。

くしくも前田氏は編集子と同年齢。

早稲田で音楽に明け暮れたことでも

共通し、若々しい旺盛な活躍ぶりを

とても嬉しく思った。（徳）



『木漏れ日のラトヴィア』
黒沢　歩著

新評論／定価2520円

評者・滝澤文一

「歌」で“民族独立”

ラトヴィアの素顔描く

神よ　ラトヴィアを讃えたまえ

我らの愛しの祖国を

ラトヴィアを讃えたまえ

ああ、讃えたまえ

ソ連時代、歌うことが許されなか

ったラトヴィア国家の一節（著者訳）。

ラトビアという国名に、ソ連邦か

ら独立（1991年）の契機となった

「人間の鎖」を思い出す人が多いは

ず。日本語教師として首都、リガに

渡った黒沢歩さん（現在、在ラトビ

ア日本大使館勤務）が自分の目で見

たラトビアの素顔のユニークなレポ

ート。リガ空港に向かう機内で、ス

チューワデスから「どうぞ」といわ

れ、ハッとする下りは、評者も当地

で経験したので、言われぬ親しみを

感じさせる。実は「どうぞ」は、ラ

トビア語Dudzu（露語パジャールス

タ）で、発音が「似ていた」のだ。

□

教え子、エリーザやその母親らに

誘われ「キノコ刈り」へ出かけるな

ど庶民の生活を体験、ラトビア人が

「生産的な自然との親しみ方をする

こと」も知る。遠い国で、日本語が

熱心に学ばれることに、関心を持ち

続ける。「漢字がおもしろいから」

と言う生徒の

言葉は興味深

い。エキゾチ

ックな印象

で、漢字をあ

しらった食器

が店頭に並

ぶ。プールで、

若い母親の肩

に「命」と描

かれた「いれずみ」（刺青）も見落

としていない。

□

ラトビアは特異な民族構成の国。

他民族による支配が入れ替わり続い

たこの地に多くの民族が共生してき

た事実も、しっかり押さえている。

国全体では、ラトビア人58.6％、ロ

シア人29.6％。リガのロシア語系人

口は60％、ラトビア人は少数派。病

院にいくと、医者から「ラトビア語

とロシア語のどちらで話しましょう

か」と、尋ねられるという。評者も、

ホテルのテレビ・ニュースを見た時、

当地のテレビ局の番組は「ラトビア

語で話され、ロシア語のテロップ

（字幕）が流されているのを見た。モ

スクワ発のロシア製ニュース「HTB」

はロシア語のまま流されていた。

□

「ある教師の記録」には、日本語

学校で出会った朝鮮人、エレーナの

人生を紹介している。エレーナが以

前勤務していた図書館で「ここはラ

トビアよ。ラトビア語が解らないな

ら、出ていって」と言われたことを、

聞き出している。望んだソ連からの

独立が、ラトビア人と非ラトビア人

に分別された現実。そして「私は

〈難民〉になったも同然」とエレーナ

に言わせている。『帰化法』、『少数

民族』などを含むこの項は、一気に

読ませる。

□

「歌う人々」（第3章）も興味深い。

夏至祭にビール、チーズを手に歌う

人々。歌祭りでは、舞台と観客の6

万人余が合唱する迫力に感動する下

りは圧巻。「ラトビア人にとり、歌

うことと踊ることは人生の日課」と

いうのがうらやましい。しかし、最

近の歌祭りは商業化、ショー化して

いると指摘する識者がいるという。

民族独立へ燃えた暑い思いは忘れな

いでもらいたい。当地の女声合唱団

「ジンタルス」の指揮者、アウスマ

さんと稲門グリークラブとの出会い

が記録されているのもうれしい。

□

「生活者の目で、日本人にあまり

知られていない国を紹介したい」と

いう歩さんの願いは十二分に叶えら

れている。ラトビア人の歴史、人々

の暮らしを含め、バルト三国を独立

に導いた民族の歌の革命など鮮やか

に描かれ、ソ連から独立後の現実を

知るには必読。次作を期待したい。

（滝澤文一・リャザン国立教育大学

講師）

※滝澤氏は元毎日新聞記者。総会・

懇親会で編集子が偶然出会って驚い

た。体を壊し日本で療養していたが、

治療を終えて近く学生が待つロシ

ア・リャザンへ戻る。黒沢氏の著書

は「ラトヴィア」と記述しているが、

滝澤氏の原稿は新聞用語「ラトビア」

を使用。共に原文通りとした。（徳）

※筆者・評者とも日本ラトビア音楽

協会会員

コンサート“現代ラトビアの
音楽”（当協会後援）

ラトビアの現役作曲家と、彼らの

精神的支柱である女性作曲家・ガル

ータの作品で構成した2つの演奏会。

開催　2005年9月23日（金・祝）

場所　東京・武蔵野市民文化会館小

ホール

第一部 室内楽の部　14：00開演

ラトビア室内楽・四つの時代～ガル

ータとサルガを中心に

ルーツィヤ・ガルータ曲：「祈り」、

ピアノ三重奏曲「風よ吹け」

ソルヴェイガ・サルガ曲：ソナタ

「永遠の対話」「人の苦しみの道」

アニトラ・トゥムシェヴィツァ曲：

「翼」

グンデガ・シュミッテ曲：「小さな

夢」

ペーテリス・ヴァスクス曲：「鳥た

ちの風景」

カールリス・ラーツィス曲：委嘱作

品

出演者：甲斐万喜子、藤城敬子（以

上ピアノ）、河西麻希（サクソフォ

ーン）、安藤史子（フルート）、野村

英利（ヴァイオリン）、任 娥（チェ

ロ）

第二部 オルガンの部　19：00開演

ヤルマクスの「惑星」と現代ラトビ

アのオルガン音楽

ロムアルツ・ヤルマクス曲：オルガ

ン組曲「惑星」（全曲版世界初演）

ユリス・カルルソンス曲：オルガン

のためのソナタ

ソルヴェイガ・サルガ曲：オルガン

のためのソナタ

ルーツィヤ・ガルータ曲：パッサカ

リアとフィナーレ

出演者：浅井美紀、渋澤久美（以上

パイプオルガン）

入場料　昼夜いずれも2000円（全

自由席）

未就学のお子様のご入場はご遠慮く

ださい。

主催　日本ガルータ協会・ゼメネ音

楽企画（菊地康則・会員）

お問い合わせ　電話（菊地携帯）

090－6018－8558

※当協会が後援します。会員の方は

10％引きになります。事務局へお

問い合わせください。
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第１５回東西四大学
OB合唱連盟演奏会

7月24日（日）13時30分

東京芸術劇場大ホール

新月会（関西学院グリークラブOB）

「バーバーショップハーモニーの世

界」

慶応義塾ワグネルソサエティ

OB合唱団

「男声合唱組曲・沙羅＝信時潔曲」

クローバークラブ（同志社グリーク

ラブOB）

「男声合唱組曲・御踊＝大島ミチル

曲」

稲門グリークラブ（早稲田大学グリ

ークラブOB）

「男声合唱組曲・水のいのち＝高田

三郎曲」

合同演奏

「ふるさと＝磯部俶曲」他

S席＝3000円、A席＝2500円、B

席＝1500円

お問い合わせ042ー586ー9236（稲

門グリークラブ・前澤）

※この演奏会はコラム「琥珀」でも

触れています。

……………………………………

桜楓合唱団
第３６回定期演奏会

指揮　

松下耕 藤井宏樹　浅見佳奈子

ピアノ　前田勝則

①同声（女声）合唱のための

紀の国のこどもうた1

松下　耕　曲

②女声合唱団のための

C. ロセッティの4つの歌

木下牧子　曲

③女声合唱、クラリネット、ヴァイオリ

ン、チェロとピアノのための「青猫」

の五つの詩 （1996年委嘱初演）

萩原朔太郎　詩　　西村　朗　曲

④白いうた　青いうた　より

谷川　雁　詩　　新実徳英　曲

2005年10月8日（土）

13：30開場　14：00開演（予定）

すみだトリフォニー大ホール

JR・半蔵門線錦糸町駅北口徒歩3分　

チケット（全席自由）2000円

連絡先　高仲　TEL  03–3339–3139

FAX  03–3339–3159

E-mail  oh fu@mvd.b ig lobe .ne . jp

ホームページ

http://www5d.biglobe.ne.jp/~ohfu/



全力で邁進しよう！
エドガルス・カッタイ
（ラトビア日本協会会長）

日本ラトビア音

楽協会が設立さ

れ、ますます発展

の道を辿っている

ことは誠に羨まし

く思います。それ

に対してバルチック海沿岸国ラトビ

アでは凪です。各界関係者は、医学

的に言えば、昏睡状態に没頭してい

るのではないか？　私は医師ではな

く、彼らの眠りを覚ませる方法を全

く知りません。小生の活動分野は言

語・文学で、体力・精力が段々衰弱

しつつあるが、それにも拘わらず頑

張っております。

ラトビア大学で人事異動があって、

本人は又、教育幟に戻りました。講

座のテーマは「翻訳通訳の理論及び

実践」。宿題はLatvija第1号の熊谷・

加藤両氏の記事を精読してラトビア

語に翻訳すること。なお、暇があっ

て、私は今回、日本中世文学に眼を

向けました。白羽の矢が立ったのは

井原西鶴の「好色五人女」で、貴国

の文学者の麻生磯次の現代日本語訳

及び解説に基いて、ラトビア文に直

しました。原稿が今、リーガの出版

所で印刷準備中です。「本書は洛陽

で紙価を高らしめる」とわずかの希

望にひたる。

そしてこの間、中国文学にスイッ

チを切り替えました。実は私の門下

生であったZaneちゃんは、中国の

上海師範大学を卒業して中国語通に

なって2冊の本を訳しました。1「中

国の諺昔話」2「中国の神話と伝説」

で、Zaneの作業は原則として非難

すべき所なき、しかし時々、大昔の

中国の雰囲気に合致していない「超

モダン的」ラトビア語を使っていま

した。小生はコンサルタントの立場

から、もう少し「画竜点晴」して、

上記の本がラトビアの青空に舞上っ

て、無事に我が国の愛書家の本棚に

着席しました。

最後に一つの秘密を漏らしたいの

です。偶然に日本の作家である中津

文彦氏の作品「ラトビアの霧」を入

手しました。内容の面白い推理小説

ですが、残念ながらリーガ市関係の

ページは「無理」が大分ある！　小

生はこの本をラトビア語に訳しまし

たが、これからどうすれば良いので

しょうかと彷徨っています。

Derkevica先生のお嬢さん（コー

ラス・ジンタルスのメンバー）は小

さな出版所を経営しています。その

方へ叩頭しながら、足下に平伏して

懇願すれば良いでしょうか？

いずれにしてもラ日交流のために

尽力したいです。

悪筆・なぐり書きばかりですか

ら、お詫び致します。

2005年4月21日　於リーガ市

春の吹雪の時

Latvija
2005年5月1日 7

ラトビア 
便り 

ラトビア 
便り 

長い欧州経験を持つオペラ歌手

の岡村喬生さんが「北はアンサン

ブルに強く南は個人技に強い。ラ

トビアの人は何万人集まってもキ

チンとハモる」と話したのが印象

に残っている。田舎のオジサン、

オバサンたちが、完璧無比な正確

なピッチで合唱する光景は、羨望

の的でもある▼西洋音楽の歴史は

浅いが、日本人もアンサンブルに

強い民族だと常々思っている。伝

統の邦楽の世界では“ツレ（連れ）

る”という言葉があって、例えば

三味線でも、タテの掛け声とバチ

の動きに合わせて、何十人もの演

奏家が寸分狂わず同じ音を出す。

11人目の人は10人目の人のバチ

に合わせる。三味線は糸が微妙に

狂ってくるが、絶えず糸駒に手を

当てながら右側の奏者の音に合わ

せる。歌も同様で、タテに合わせ

て見事な斉唱（ツレ歌）ができる。

三味線・歌のそれぞれ100人以上

が、合同で演奏する催しがよくあ

るが、私も邦楽の世界に入った当

初、“指揮者なしでよくこんなこと

が出来るな”と驚嘆した。日本人

の誇るべき芸・技というべきだろ

う▼明治中期に西洋音楽が入っ

て、日本人はハーモニーの魅力を

知った。ここでも日本人はすぐツ

レ上手を発揮する。いち早く合唱

を試みるグループが生まれ、明治

30年から40年にかけて大学キャン

パスでも、西の関西学院、同志社、

東の慶応、早稲田に、ほぼ時を同

じくして男声合唱団が誕生した。

ツレる特技を持つ日本人はハモる

ことも吸収上達が早く、昭和初期

には全国規模の合唱競演会が定期

開催されるようになった▼昭和27

年、伝統の東西四大学男声合唱団

が、東京で初の合同演奏会を開い

た。以降、東と西が交互に毎年開

催を続け今年が54回目、年間を通

して最も注目を集めるアマチュア

合唱演奏会として定着している。

当然のように、この演奏会から大

学の枠を超えた合唱仲間の友情が

生まれた。昭和52年、この四大学

男声合唱団のOBによる合同演奏

会がスタートしたのは極めて自然

の流れだった。こちらの方は隔年

で東西交互開催。したがって東京

開催は4年に1回ということになる。

今年は7月24日に東京芸術劇場大

ホールで開かれるが、ステージに

立つ者も立たない者もワクワクす

る一日になる。今回は稲門グリー

クラブ（早稲田大学グリークラブ

OB合唱団）が当番で、当協会会員

も多数出演する▼日本とラトビア

が合唱音楽で接点を持ったのは最

近だが、共にハモり上手な国民だ

けに、音楽協会が誕生して交流を

深める意義は極めて大きい。1998

年に稲門グリークラブがラトビア

音楽祭に参加した時、他の三大学

OBも数名同行したが、次の2008

年音楽祭にはもっと多くの合唱団

から大挙して参加できればと願っ

ている。（徳）

琥 珀 

リーガで演奏会
早大グリーが今秋バルト演奏旅行

早稲田大学グリークラブが「日本

に於けるEU市民交流年2005」を機

に10月8日から10日間の予定でリト

アニアとラトビアへ演奏旅行を行い

ます。リトアニアでは400年以上の

歴史を誇るヴィルニュス大学の女声

合唱団「VIRGO」と、ラトビアでは同

国を代表する女声合唱団「DZNTARS」

とも交流し、合唱を通した国際親善

を図ります。同クラブとしては11回

目の海外演奏旅行で、バルト諸国は

2回目です。

今回のレパートリーは全て日本の

曲で、代表的な男声合唱曲や美しい

日本歌曲の数々を紹介します。

指揮は同クラブOBのプロ指揮者

山本健二氏と学生指揮者の大和田佳

法。

演奏旅行決定から実施までの期間

が短く、資金的に脆弱な学生団体で

あるため、同クラブでは募金活動を

始めています。1口5000円で、2口以

上のご協力者には、53回定期演奏会

にご招待し、プログラムにご芳名を

掲載します。この演奏旅行に当クラ

ブも積極的に後援しますが、会員各

位のご支援をお願い申し上げます。

詳細は早大グリークラブ志摩雅史

（電話090–9385–0362）へ。OB以

外の方は日本ラトビア音協会会員で

あることを告げてください。事務局

でも受け付けます。

募金のお願い

日本駐在員事務所長

ジャネッタ・スードニェツェ

約2年の間に、

ラトビアと日本は

文化的連帯のみな

らず、金融並びに

商業分野でも関係

を持つようになっ

ています。2003年10月、パレックス

銀行は、東京に日本駐在員事務所を

開設しました。パレックス銀行は、

日本で東欧よりの唯一の銀行であり

ます。

何人かのラトビアの起業家や経営

者は、日本ビジネスとの提携機会に

これまでもかなりの関心を示してお

ります。パレックス銀行は喜んでラ

トビア及び日本の起業家や経営者

に、助言とビジネス運営のお手伝い

を致したいと考えております。

パレックス銀行は、日本での平均

定期預金利息率より高い、競争力の

ある当該利息を提供しております。

全ての定期預金より発生する利息所

得は、ラトビアでは免税となります。

定期預金の金種は、ラトビアのラッ

トのみならず、米ドル、ユーロ、英

ポンド、スイスクローネの他、特別

に日本人居住者向きに日本円での定

期預金も認められています。

パレックス銀行は、ラトビア国立

オペラ劇場でのホセ・カレーラス演

奏会をはじめとする、ラトビアに於

ける文化諸行事、又、著名なラトビ

ア作曲家ライモンズ・パウルズ、若

くて才能あるラトビア青年音楽家を

継続的に支援していることを誇りと

しております。

我々は日本ラトビア音楽協会の会

員であることを誇りに思い、又、本

協会の活動・発展により二国間の相

互関係が一層強くなることを願って

おります。（抄録）

会員各位から多くの原稿・情報

をお寄せいただきありがとうござ

いました。奮発して8ページにし

ましたが、全部掲載できませんで

した。次号をなるべく早く発行し

ます。（徳）



「バルトの民は歌の民」と言われ

ます。ラトビアには伝承民謡の他に

次々に生まれる新しい歌を加えると

400万曲に及ぶ歌があり、これは同国

人口の半分を占めるラトビア人一人

当たり3曲という信じられない数で

す。

1991年にロシアから独立を果た

し、ラトビアの優れた合唱事情が世

界に知れ渡るようになりました。合

唱を通じた日本との交流も急速に深

まっています。私たちは、ラトビア

の人たちが、人生の喜び、悲しみ、

祈り、怒りの全てを、素晴らしい音

楽に写し続けた偉大な歴史の一端を

知ることができました。

クラシック音楽の世界でも、多く

の優れた作曲家や演奏家が輩出し、

ラトビア人は、自分たちの音楽が偉

大な文化財であることに大きな誇り

を持っています。日本でも愛唱され

ている「百万本のバラ」が、当時の

同国文化大臣の作品であることも驚

きでした。

国と国の真の交流は、人と人との

草の根交流が不可欠です。遠く離れ

た二つの国は、こよなく音楽を愛す

る人が多いことで共通しています。

2004年9月17日、各界の方々の

賛同を得て「日本ラトビア音楽協会」

が正式に発足しました。当面、演奏

会、講演会、親睦会などを通してラ

トビア共和国との交流、支援を深め、

同国の合唱関連情報を収集、公開す

る活動を目指しています。第一歩を

踏み出したばかりで会員数はまだ

100名余りですが、大きな輪に広が

ることを期待しながら夢の実現に向

かいたいと願っています。多くの方

に加わっていただきますようご案内

申し上げます。

入会お申し込み

【年会費】

正会員 個人5,000円 法人1,0000円

賛助会員 5,000円（個人・団体とも）

ご希望の方は、日本ラトビア音楽

協会事務局（1面題字右に番号・ア

ドレスを掲載）へ、ファクスかEメ

ールでご連絡ください。入会申込書

と会費払い込み用紙をお送りいたし

ます。
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○…松原千振さんのラトビア行きが

具体化してきました。指導するリー

ガ大聖堂コーラス学校少女合唱団

（RCCS）は、まだ創立8年目という

歴史ですが、最近の急成長ぶりは著

しく、国内のみならず海外演奏旅行

でも高い評価を得ています。2001年

のドイツ演奏旅行では、多くのメデ

ィアから“信じられない美しさ”と

激賞されました。団員数は9歳から

19歳まで84名、学校ではコーラスの

他にソロ、音楽理論、楽器演奏など

も学んでいます。将来のプロ音楽家

たちが、松原さんの指導で日本の歌

をどう歌ってくれるか、とても楽し

みです。

○…ラトビア最大のパレックス銀行

が東京に事務所を開設し、金融・経

済面でも日本との関係が一層深まり

ます。弊紙に長いメッセージを頂き

ましたが、紙面の都合で抄録にさせ

て頂きました。次号で詳報します。

秋に大使館が開設されると轍の両輪

が揃います。全ての面で日本とラト

ビアの交流が深まるとこは我々にと

っても大きな喜びです。（徳）

情報断片 

（氏　　　名） （県　名） （所属等）
安　斎　眞　治 千　葉 早稲田大学グリークラブOB会

副会長
石　井　洋　一 東　京 早混稲門会
石　川　晴　彦 東　京 （社）出版文化国際交流会副会長
石　川　　　了 東　京 東北新社／クラシカ・ジャパン
石　原　祥　弘 千　葉 早稲田大学グリークラブOB会
石　坂　　　廬 神奈川 笹川平和財団
磯　部　光　正 東　京 早稲田大学グリークラブOB会
板　垣　忠　直 福　島 福島県芸術文化団体連合会副会

長
伊　東　一　郎 埼　玉 早稲田大学文学部教授
稲　山　輝　機 神奈川 毎日新聞／専務取締役
今　澤　哲　朗 東　京 東京稲門グリークラブ／幹事長
岩　崎　朋　子 東　京 ㈲巣巣／代表
梅　原　由紀子 大　阪 コーロ・ヌォ－ヴォ
頴　原　信二郎 東　京 早稲田大学グリークラブOB会
遠　藤　守　正 神奈川 遠藤税理士事務所
岡　村　喬　生 東　京 オペラ歌手
小　川　　　翠 神奈川 邦楽演奏家
小山田　安　宏 東　京 日本水路協会
オレグ・オルロフ 東　京 パレックス銀行／アシスタント・

マネージャー
加　藤　登紀子 東　京 歌手
加　藤　晴　生 千　葉 平成ビジネスアソシエイツ㈱
角　谷　　　仁 兵　庫 かどたに内科医院／院長
金　岡　　　隆 神奈川 早稲田大学商議員
神　郡　克　彦 東　京 長崎大学教授
菊　地　康　則 東　京 日本ガルータ協会代表
工　藤　悠一郎 東　京 東京稲門グリークラブ／指揮者
熊　谷　直　博 東　京 （元）駐ラトビア日本国大使
黒　沢　　　歩 ラトビア ラトビア語翻訳家
黒　澤　幸　男 東　京 くらしき作陽大学音楽学部教授
ケイコ・マクナマラ 東　京 歌手
小　礒　　　明 東　京 日本ラトビア協会理事長
耕　納　邦　雄 東　京 早稲田大学グリークラブOB会
小　林　　　晃 東　京 日本大学教授
小　林　信　一 東　京 東京混声合唱団業務理事
小松原　る　な 東　京 声楽家
斎　藤　　　哲 神奈川 日本経済新聞社社友
坂　田　知　子 福　島 スコラカントルム福島／マネー

ジャー
坂　場　孝　之 千　葉 稲門グリークラブシニア会／幹

事長
嵯峨山　まり子 兵　庫 魚住コーラス「わかくさ」指揮

者
桜　井　珊　子 東　京 桜楓合唱団／会長
迫　　　秀一郎 東　京 サンル－トプラザ東京総支配人
島　田　精　一 東　京 日本ユニシス／社長
清　水　卓　爾 東　京 東京稲門グリークラブ
清　水　信　行 福　岡 三井物産㈱／（元）常務取締役
清　水　　　實 東　京 ㈱アイラス／取締役
清　水　光　子 東　京 国立楽器
ジャネット・スードニェツェ 東　京 パレックス銀行／東京事務所長
白　井　克　彦 神奈川 早稲田大学総長
杉　浦　保　友 千　葉 一ツ橋大学教授
関　口　教　和 東　京 稲門グリークラブシニア会
滝　澤　文　一 ロシア リャザン国立教育大講師
武　内　　　正 東　京 武内公認会計士事務所
舘　野　美　久 東　京 国際臨海開発研究センター
田　中　　　宏 山　形 日本の歌を歌う会
田　摩　　　勇 千　葉 NHKエンタープライズ
筑　紫　哲　也 東　京 ジャ－ナリスト
辻　田　行　男 埼　玉 早稲田大学グリークラブOB会

土　屋　昌　也 東　京 稲門グリークラブシニア会
徳　田　晶　子 東　京
徳　田　　　浩 東　京 柔道新聞編集長
戸　田　智　子 東　京
冨　永　　　侃 兵　庫 早稲田大学商議員
長　井　秀　行 神奈川 横浜稲門グリークラブ
中　井　弘　明 東　京 平成ビジネスアソシエイツ㈱常

務執行役員
長　澤　　　護 東　京 早稲田大学グリークラブOB会

前会長
中　嶋　勝　彦 東　京 東京稲門グリークラブ
永　田　　　宏 東　京 三井物産㈱／顧問
西　川　新八郎 東　京 NPO法人顧問建築家機構
西　原　義　弘 北海道 北海道東川ラトビア交流協会会

長
西　脇　久　夫 東　京 ボニージャックス
野　瀬　一　郎 東　京 早稲田大学グリークラブOB会
野　村　壽　子 東　京 ホテル稲門会
野　村　三　郎 ウィーン メロス音楽研究所代表
橋　本　恵　子 千　葉
久　元　祐　子 東　京 ピアニスト
藤　井　　　威 東　京 ㈱みずほコーポレート銀行／顧

問
福　井　忠　雄 東　京 福井自動車㈱／会長
福　田　美　保 大　阪 女性指揮者の会／副代表
藤　原　桂　子 兵　庫 女性指揮者の会／代表
風呂本　武　敏 兵　庫 愛知学院大学教授
風呂本　惇　子 兵　庫 城西国際大学教授
堀　内　啓　吉 神奈川 早稲田大学グリークラブOB会
堀　　　俊　輔 埼　玉 指揮者
前　田　幸　子 兵　庫 神戸中央合唱団
前　田　二　生 東　京 指揮者
松　原　千　振 兵　庫 東京混声合唱団／常任指揮者
水　谷　鏡　子 東　京 ㈲華のハーモニー
三　巻　義　夫 神奈川 横浜稲門グリークラブ
三ツ松　　　平 愛　知 男声合唱団グランフォニック／

団長
宮　崎　勝　治 神奈川 （元）朝日新聞ヨーロッパ総局

長
宮　尾　益　冶 新　潟 新潟放送参与
宮　地　和　夫 神奈川 早稲田大学グリークラブOB会
村　山　喜一郎 埼　玉 日本エストニア友好協会
百　田　孝　義 東　京 東京稲門グリークラブ
八　木　昌　子 東　京 桜友女声合唱団／責任者
山　本　恭　子 兵　庫 コ－ロ・アロ－ドラ
山　本　茂　男 東　京 稲門グリークラブシニア会
山　本　徳　行 福　岡 北九州スウェーデン名誉領事
山　元　淑　乃 ラトビア ラトビア大学現代言語学部東洋

学科講師
山　根　秀　夫 兵　庫 神戸新聞会長
山　脇　卓　也 東　京 日本無線㈱／合唱指揮者
吉　田　ラスマ 埼　玉 （元）外交官(ラトビア共和国外

務省)

レディー・マークス寿子 東　京 作家　秀明大学教授
◇

東京六大学合唱連盟　　東京
東西四大学合唱連盟　　東京、京都、兵庫
神戸中央合唱団　　　　兵庫

◇
アウスマ デルケーヴィッツア

ラトビア ラトビア民族合唱祭名誉
指揮者

エドガルス カッタイ ラトビア ラトビア・日本協会会長
ダッチェ アダムソン ラトビア ジンタルス指揮者
アイラ ビルジーニヤ ラトビア 指揮者

（4月20日現在）


